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件 名 富古島 (3)保良,|1燎■非常月発電験口H検整備

四 面 仕様書O

図面番号
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腱上自籠鰊宮古島腱●地
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仕 様 書

1 件 名 富古島 (3)保 良訓線場非常用発電装置点検整備

2 場 所 宮古島市城辺字保良前方原 390 障上自衛隊保良訓織場

0 概 要 非常用発電装置年茨点検整備―式   2台

(3)本作業に必要な消耗品及び材料は、受注者負担により取替を実施すること。

(4)点検及び保守等の実施

ア 点検に際 しあ らか じめ監督官から労化及び故障状況を聰取 し、点検の多考とすること。

イ 点検は、原則 として日視、接餞又は軽打尊によ り行 うこと。

ウ 測定を行 う点検は、定め られた測定機器又は当餞事項専用の測定機器を使用すること。

工 異常を発見 した場合には、同様な異常の発生が予想 され る簡所の点検を行 うこと。

オ 本作業の点検結果報告書 を 1都 提出 し、異常を発見 した場合は違やかに担当官にlR告 す

るとともに、報告書に明記する。

力 案負荷による麟運転調整は 1～ 0時 間程とし細部工程は監督官との協議において実施 し、

試運転調整記録 を 1部 提出する。

キ 非常用発電装置の点検項 目及び点検内春については下壺による。

4

(1)

(2)

―般事項

本仕様書は「富古島 (3)保 良訓練場非常用発電装置点検整備」について適用する。

点検整備作業は、本仕様書、図■交通省監修 「違集保全業務共通仕様書 (平 成 30年 度版 )」

及び各製造メーカーの取扱説明書等の晏領に
=づ

き実施すること .

本仕様書について、作彙中疑義が生 した場合は監督官と協議 し、その指示に従 うこと。

本作業の写真はデジタルカメラ (総 画素数 80万 画素数以上及びフアイル形式 JPEC)
を使用 し、着手前、作業中、完了時及び監督官の指示する簡所を各機器・工程 ごとに撮影 し、

A4版 工事用アルバムに整理 して ,部 提出すること。

作業完了後、作業報告■を 1部 作成 し提出すること。報告書の様式については国土交通省監

修「建築保全業務報告書作成の手引き」各製造メーカー取扱説明書を,照 されたい。なお、関

係法令等を満たす受注者独 自の様式を用いてもよい .

4集 中における火災予防、安全管理事は十分に注意 し受注者側の責任において実施すること。

在来施設等の保護には十分注意を払 うものとし、汚撮及び崚損 した11合 は受注書側の責任で

速やかに原形に復旧すること。

本作業に際 して仕練●に明記無さ事項についても施工上当然処置すべき事項は受注者側の彙

担において実施する。

作彙着手時期及び工程等は、事前に監督官と打合わせを実施す ること。

入出門及び交通統制等、11屯 地内での行動は、駐屯地諸規則及び監督官の指示に従 うこと。

本作業にあたり、必要な資格証明書の写 しを提出すること。

本役務において知 り得た情報は外部へ滉らさないもの とする。

〈3)

(4) 点 検 項 目 H崚 内 ● 備  ■

1.外 ● 薇機

●.疇菫状凛

b 自攣発●崚■

● 始勲用書 t地殷 薔
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o 自摩発●颯E

b."勁用
=彎

池崚備

o.""崚量

０
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n田の重電壺颯状nを 点検する.

ロロ.厠壼牛の崚損0■■を薇槙する.

水●濠■ .■ れ●の有無む点綺する .

魯気■■の構籠に■常がないことを点●する。

■

“

.蝸 ■ .脱 嘉.瀾 れ0の 有僣を点構する.

■■地崚綸の外●漱機に■ずる .

外静の口静年の有■を点検する.

■燿●示●●●籠に■■がないことを点検する。

開閣■ユび導晰,の 〕i口 ●■0■百を点綺する.

■静■の■●ユ

`●
示姜の■香を点検す0.

外静の奮形●●有彙を轟機する .

可鮨枷●漱●●、n田 の状屁に■常のないことを点●する .

外静の壼静.■ ● .文 ,0,■ の●み等の有曇を薦横する.

■■

“

の菫r.`● .醜
"●

●●●を

“

0す る.

彙う .■ ● .■ れtの お無■点,す る。

ラロ品■●同時口等の●付畿●
=薇

積する .

口層始の■日■び量の壼香を籠嫁する.

タンクスびラジエーター●0お

“

姜●の饉

“

に員常がなしヽことを

点検する.

彙彙青菫転を■い各椰の性

“

に■中のないことを点篠する.

子喘●止●●の機籠に員綸0な しヽこと,H●する.

■■池崚●の■鮨点検に■する.

開日■■び
=晰

■の開開機籠を||●する .

ヒューズの■香を点検す0.

●●薔●●籠を籠鬱する.

各彙示灯の点灯状況を穂●する。

政●を■糧じ告1)● の作勁及び綺,■ に■始のないことを点検する.

回路.饉 ネの賣移 .接 亀部の■■の■摯
=蔵

構する.

アンカーボル ト.肪■■■.,と う管.1:手 0の 耐

',t量
が凛りで

あることを■:,す る.ま た.こ にらの検■の■
".■

●●の■蝙を
点検する.

Φ

0
0

0
●

0

Ｏ

②

　

③

④

　

Ｏ

②

Ｏ

④

5)

(3)

6 特記事項

(1)点 検を実施する非常用発電設備の設置場所及び籠颯等は国面番号 4/4
による。

(2)保守の範囲

点検の結果に応 じ実施する保守の範囲は、つぎのとおりとする。

ア  汚れ、おま り,付 着等がある部品又は点検部の清掃

イ  取付不良,作動不良,ずれ年がある場合の調整

ウ  ボル ト、ね じ等で饉みがある場合の増 し締め

工  次に示す,H耗部品の交換又は補充

(ア)潤 滑油、グ リス、充壇油等

(イ )ラ ンプ類、ヒューズ類

オ  接餞部分、回転部分●への注油

力  籠薇な損●がある部分の補嬌

キ  菫装 (タ ッチベイン ト)

「 3号 建物平面図」
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件 名 宮古島 (0)保良コ1饉■非常月発電装置点検整備

口 面 仕様書②

画面■■ 0/4

点 検 項 目 市 綸 内 ● 備  青

3.難合点綺

o.■●婚航

|.綸 11用書電池■●

。.始動機助姜●

|.保史薔●

。.口趣饉

4.燿魯采

“

〈燃料油コシ■)

3.瀾■油黒

"綸

"コ

滑層

0."コ 水暑崚 (冷コ水ボンラう

フ.シ リンターヘツド●織 口関條

嘔徘■弁
8 口連●●(口蘊リンク)

0.遇綸纂籠(attti,

10.その他付口姜ロ

o ■■■

13 始動用直流●凛

“

傑

。 ●証電凛彗

b ラジエター

“

條

b ,t池

11.彙彎燎

12 蜘

"菫
闊籠

菫関係

●■嬌抗を瀾彙しその農香を■諄する.(半導体使用

“

分は贖外する)

薔電池臓■●e合点検に■ずる。

■彙にDllナ ること
=餞

鬱す●.

十●●が螢掟饉どおりであることを■●する.

籠卿
=■

'す
ること,薇唸する.

分解清掃を行う。

Φ 口

'珀

●おれの■●螢

“

崚する.

の 油ニカ:●工饉にあることを■日する.

枷 水ヨれの有熱を■●する.

o ,nil嘔 の

「

et,ぅ 。

② 弁′〈ネ.パネ曼の■1たの■

“

舎燿綸サ●・
注聴を行t■●をな機する。

プロ7-フィルターの

“

嶼を行う。

0 口幅計の■

“

オ崚

“

停止中に0■を
"し

ていることを■陸する.

② ■・
=泊

E針の
''針

が●コ■止中に0■●■していることを中●する。
0 "囁水

=こ
計の■■1鮨t11●上中に0億姜檜していることを■撼する.

0 層滑油■虔計の拍11が●11仲上中に0●を
"し

ていることを籠●する。
O 外饉の■漱.本調れの■

"を

点●サる.

0 ファン及びカバ‐―の外●に■常のないことを晨崚する。
O Vベルト●

"ツ

をH横する.

Φ 燿薔中における火花の有燿を有彙を点検する.

② 綸受油カキリングの■■の有彙を薇崚する.

0 操,開門■の外●の異常の有無及び位■を点綺する.

0 腑疇

“

の■■の■彙及び■■を点薇する.

0 ■貯●●位置をH崚する。

0 =f'の ■ネ1■常のないことを点検する.

O 菫咸●の外■の■常の有曇■H綺する.

O 各檜

“

■■の外●の■中の有姜を点崚する.

0 豪テ年の点灯状況を点検する.

0 各11子の組みの有彙を点検する。

0 輌や1'日●の外輌の員中の■

“

ユ●位量姜点検する。
0 交流入力●二を出たしモ●▲香を点機する.

O 諄釉元電彙Eを測定しその良百を点検する.

0 ■示灯の点灯状況を晨換する.

0 各喘子の崚みのな●舗 検す●

0 ケース外●の■焦 液■れの有僚を点構する.

0 各セルの●こ帥 しその■●を点崚する.

③ 督増子の級み. 損傷0有無を点検する.

づ

ク

ケ 取 り替えた部品および消耗品は産業廃楽犠として処分するもの とし、処分後、マニフェス
ト 〈E表 )の 写 しを監督官に提出する。

連  番 品  名 規  格 数  量
カー トリッジ ォィル 6oo-211*123.1 2信
カー トリッジ 燃 600-011-8021 4個

エ レメ ン ト ASSY 600-181-4000 2個
ガスケット 1-8810 12備

シール 6150-11-8820 48
クーラン ト液 (18し ) SYCC― AF― NACC 2缶

水 (20L) 4個
エンジンオイル (20ヒ ) 6個
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発電機始動盤

非常用発電装置

交流発電機 原動機

製造者 東洋電機製造株式会社 製造者 株式会社 小松製作所

日 S30066-4S 型  弐 直列繊置水冷 4サ イクル

定格出力 SAOD125

電  圧 6600V 定僣出カ 284KW

励磁方式 使用燃料 軽  油

2020年 製造年 2020年
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